
Ⅰ 調査課題名 
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   (株)沿岸生態系リサーチセンター 中嶋 泰 

(財)海洋生物環境研究所   太田 雅隆，道津 光生 

 

Ⅲ 調査概要 

 生分解素材（ポリ乳酸繊維）で作製した人工海藻を実海域に設置し，その耐久性を確認した。

また，人工海藻に付着する動植物の経時変化，群落内に蝟集する魚類を把握することによって，

人工海藻群落の藻場機能としての役割を確認した。 

 

Ⅳ 調査方法 

 2 種類の人工海藻を作成した。１つは人工海藻の主軸の芯に直径約 42.5μｍのポリ乳酸繊維約

3,840 本を撚ったもので，もう一方は芯に直径約 16μｍのベクトラン繊維約 14,400 本を撚ったも

ので主軸の強度を補強したものであった。主軸の表面はポリ乳酸繊維で覆うことによって，外見

上の違いはないように作成した。ポリ乳酸繊維で主軸を補強した人工海藻 8 本とベクトラン繊維

で主軸の補強した人工海藻 8 本を，それぞれ 4 本ずつ鎖に１ｍ間隔で取り付けた。 

 平成23年6月29日に，伊豆半島西岸，静岡県沼津市被市浦平沢の平沢漁港地先の離岸約150m，

水深約 6m の海底に合計 16 本の人工海藻（人工海藻付き鎖：４本）を設置した。設置後，56 日目

（8 月），113 日目（10 月）および 175 日目（12 月）に潜水し，設置した人工海藻の耐久性およ

び魚類の蝟集状況を観察した。また，潜水時にポリ乳酸繊維芯，ベクトラン繊維芯の２種類の人

工海藻をそれぞれ１本採取し，人工海藻の表面に付着した動植物の種別個体数，湿重量等を測定

した。 

 

Ⅵ 調査結果 

１．耐久性試験 

 設置後，56 日目（8 月），113 日目（10 月）および 175 日目（12 月）に潜水して人工海藻の状

況を観察した結果，2 種類の人工海藻とも流失，劣化の傾向は観察されなかった。 

２．付着生物 

 １）動物 

 3 回の測定で出現した動物の総種類数は 274 種（8 月：138 種，10 月：171 種，12 月：132 種）

であった。また，出現個体数は 8 月に 14,583 個体，10 月に 5,228 個体，12 月に 4,867 個体であ

った。優占種としては，8 月にツルヒゲゴカイ，タテソコエビ，トゲワレカラ，シマハマツボ，タ

マエガイ，ベニボヤ，10 月にノミニナモドキ，タマエガイ，12 月にフタエラフサゴカイ，タマエ

ガイ等が多い傾向にあった。湿重量でみると，総湿重量は 8 月に 506.4g，10 月に 233.6g，12 月

に 256.9g であった。優占種は 7 種で，8 月にフサコケムシの仲間やベニボヤ，10 月にシロボヤ，

ベニボヤ，12 月にワニガイ，シロボヤ等が多い傾向にあった。 
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 ２）植物 

試験期間中に出現した植物の総種類数は 55 種（8 月：39 種，10 月：41 種，12 月：43 種）であ

った。個体数で比較的多かった優占種は，中心珪藻類の Skeletonema costatum，羽状珪藻類の

Amphora sp.(cf.helenensis)，Amphora sp.，Cocconeis pseudomarginata，Cocconeis sp.，

Nitzschia distans，Parlibellus delognei，Thalassionema nitzschioides の 8 種で，Skeletonema 

costatum は 12 月，Amphora sp.(cf.helenensis)は 10 月のみに出現した。 

３．蝟集魚類 

 3 回の観察時に，人工海藻群落中で観察された種類は 19 種（8 月：15 種，12 月：8 種，12 月：

43 種）であった。 

 漁業対象上の有用種としては，マダイ，カワハギ，カサゴなどが出現し，特に，マダイ，カワ

ハギは 8 月から 10 月にかけて大きく（全長）なっており，群落内やその周辺に定着しているので

はないかと考えられた。また，周辺の磯焼け域との出現魚類の種数と個体数の比較によって，人

工海藻群落中のそれが若干多いことが観察された。 

 

Ⅶ 考察 

 人工海藻約半年間の実海域への設置では，2 種類の人工海藻とも流失，劣化の傾向は観察されず，

この期間内での人工海藻の耐久性は十分と考えられる。また，付着動物調査ではツルヒゲゴカイ，

タテソコエビ，トゲワレカラなど魚の餌料になると考えられる種類も出現した。魚類調査では，

群落内にはマダイ，カワハギ，カサゴなど水産有用種も出現して，人工海藻群落は天然藻場機能

の一部である幼魚の保育場としての役割を果たしているのではないかと考えられた。 

 

Ⅷ 今後の課題 

 今回の人工海藻の海域設置では，人工海藻群落の範囲が３×３ｍと非常に小規模であったこと

から，今後実海域における人工海藻藻場の効果を判定するためには，さらに大きい範囲の群落で

の試験が必要なのではないかと考えられる。 
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Ⅰ．目的 

 生分解性素材を海水中で利用する際に必要な基礎的な性質を明らかにする。 

 

Ⅱ．試験内容 

 生分解性素材を人工海藻として加工して海域に設置し，その耐久性，海水中での劣化，

分解過程，付着生物および蝟集魚類について試験・調査した。 

１．生分解性素材と人工海藻の作成 

 試験を実施するために，生分解性素材を用いて人工海藻を作成した。 

 １）生分解性素材 

 使用した生分解素材は，製品名が「東レ・エコディア（ポリ乳酸繊維，緑色無機系顔料

1％未満入り）」であった。この素材は直径約 0.18mm の繊維状を成し，編み込むことによ

って様々な形状に加工することが出来る（第１図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1図 ポリ乳酸繊維 

 

 今回，耐久性試験および付着生物等把握試験はこの素材を人工海藻に加工して実施した。

人工海藻の素材の作製はサカイオーベックス(株)が行い，この繊維を編み込み，主軸と小

枝を有する形状の人工海藻の素材とした。 
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 ２）人工海藻の作成 

 生分解性素材を用いて人工海藻を作るに当たって，昨年度千葉県小湊海域に予備的に設

置した人工海藻が設置後約 50 日～100 日で主軸が切断され流失したことから，今年度は

主軸の補強を試みた。 

 人工海藻の主軸の補強は第 1 表に示したように，2 つの方法を用いた。 

第 1表 人工海藻の主軸の構造 

 

 １つ目は，主軸の内部に直径約 42.5μm のポリ乳酸の短繊維を撚って（撚り数：約 3,840

本）挿入することによって補強したものであり（第 2 図），２つ目は，直径約 16μmのベ

クトランを撚って（撚り数：約 14,400 本）入れることによって補強したもの（第 3図）

であった。 

 ここで，ベクトランとは，ポリエステル系（ポリアリレート）の繊維であり，低吸湿性

で伸びにくく，耐摩耗性に優れ，産業資材（ロープ、ネット、漁網など）や被覆材、防護

用品（手袋、靴など）に使用されている素材である。 

 

 

第 2図 ポリ乳酸繊維で主軸を補強した素材（補強した主軸内は図中下部の白い部分） 

素材 単繊維の直径 撚り数

ポリ乳酸繊維 約42.5μm 約3,840本

ベクトラン 約16μm 約14,400本
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第 3図 ベクトランで主軸を補強した素材（補強した主軸内は図中下部の黄色い部分） 

 

 提供された上記 2 種類の素材を加工して人工海藻を作成した。作成した人工海藻の形状

を第 4図に，その写真を第 5図に示した。 

 

第 4図 人工海藻の形状 

 

 

浮子の大きさ：直径7cm
                   幅  4cm

主軸の長さ150cm

小枝の長さ約10cm,，直径約0.17mm
小枝の発出間隔約1mm

インスロックで鎖に固定

インスロックで結合

小枝は主軸から平行に出ているが，
主軸がよじれているため螺旋状に主軸から発出している

-59-



 

 

第 5図 人工海藻の写真（黄色いスケール：30cm） 

 

 人工海藻は主軸の補強形式の異なる 2種類を作成したが，補強は主軸の内部であるため

に，外見上はサイズ等も含めて同様のものとなった。 
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２．耐久性試験 

 実験海域に生分解性素材の人工海藻を設置して，定期的に劣化の状況等を観察した。 

 １）試験方法 

 海域に設置するために，2種類の人工海藻（ポリ乳酸芯，ベクトラン芯）それぞれの基

部を約 6m の鎖に 1m 間隔で各 4本，インスロックで括り付けた。このようにして 2 種類の

人工海藻それぞれを括り付けた鎖を各 2本（合計 4本）作成した（第 6図）。 

 

第 6図 海域に設置した人工海藻 

 

 平成 23 年 6 月 29 日に，伊豆半島西岸，静岡県沼津市被市浦平沢の平沢漁港地先の離岸

約 150m，水深約 6m の海底にポリ乳酸芯で補強した人工海藻 8本，ベクトラン芯の補強 8

本の合計 16 本の人工海藻を第 6 図のような形で設置し，その後の耐久性，劣化の状況を

観察した。 

 なお，人工海藻の浮子の部分に，メモリー式水温計（onset 社製，ティドビット v2）を

取り付け，１時間間隔（毎正時）で水温を測定した。また，鎖の両端はカギ付きの鉄筋棒

（長さ：約 30cm）を，鎖の輪を通して砂地に打ち込んで固定した。 

 

人工海藻の間隔：約１ｍ
鎖の間隔：約１ｍ

主軸内：ベクトラン繊維

主軸内：極細ポリ乳酸繊維

水温計
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 第 7 図に人工海藻を設置した場所を示した。 

 

第 7図 人工海藻を設置した平沢港地先海域 

 

 第 2 表に，人工海藻を海域に設置した日，観察した日および設置からの経過日数を示し

た。 

第 2表 人工海藻の海域設置日，観察日および経過日数 

 

 

 人工海藻は平成 23 年 6 月 29 日に海域に設置した後，8 月 24 日（56 日目），10 月 22 日

（113 日目）および平成 23 年 12 月 21 日（175 日目）に，潜水によって，その耐久性（流

出状況）および劣化の状況を観察した。 

 

設置

月　日 6月29日 8月24日 10月22日 12月21日

経過日数 0日目 56日目 113日目 175日目

観察
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 ２）試験結果および考察 

 人工海藻の先端部に設置した水温計（onset 社製，ティドビット v2）の写真を第 8図に

示した。 

 

 

 

第 8図 人工海藻の先端部に水温計を設置（1 回／時間で測定） 

 

 人工海藻を海域に設置している期間の水温変化を第 9図に示した。メモリー式水温計

（onset 社製，ティドビット v2）は，海域に人工海藻を設置した 6月 29 日に同時に設置

し，試験最終日である平成 23 年 12 月 21 日に，人工海藻と同時に回収した。 

 海域の水温は，人工海藻を設置した 6月後半は 24℃で，7月半ばまで上昇して約 28℃

になるが，後半に 21℃まで下降した後，8 月中旬にかけて再び上昇して 28℃前後となっ

た。その後，9 月半ばまで 25～27℃前後で推移した。9月後半以降は次第に低下し，10 月

半ばから急速に水温が低下し，10 月半ばには 19℃前後となった。その後 11 月初めに 24℃

まで上昇するが，最終的に人工海藻を回収した 12 月にはおおよそ 17℃であった。 

 

第●図 人工海藻付近の海域の水温変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9 図 人工海藻設置場所の水温変化 
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  最初に海域に設置した時（6 月 29 日）および 3回の観察時（8 月 24 日，10 月 22 日お

よび 12 月 21 日）の海中における人工海藻の写真を第 10～13 図に示した。 

 

 

第 10 図 設置した人工海藻（6 月 29 日） 

 

 

第 11 図 8 月 24 日（56 日目） 
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第 12 図 10 月 20 日（113 日目） 

 

 

第 13 図 12 月 21 日（175 日目） 

 

 今回試験したポリ乳酸繊維およびベクトランを主軸に内蔵した人工海藻には，調査期間

中に流出した個体はなかった。これによって，当初の目的の１つである人工海藻の補強は

ある程度達成されたものと考えられる。ただ，今年度には台風等による大時化がなかった
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ことから，もう少し長期の観察も必要かと考えられる。一方，海域に設置した人工海藻上

には，後述するように，時間経過に従って多量の付着動植物が観察された。このような中

で，ポリ乳酸繊維の劣化はほとんど見られなかった。土壌中では微生物によって分解され

ると言われているポリ乳酸繊維は，海水中ではそれほど分解しないということも考えられ

た。このようなことから，流出した場合に分解することによって周辺環境に影響を与えな

いとされるポリ乳酸繊維の海水中における劣化，分解過程については，さらなる観察が必

要ではないかと考えられた。 
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３．付着生物等把握試験 

 実験海域に生分解性素材の人工海藻を設置して，付着生物の種類，量など，付着生物等

の付着状況を把握するとともに，人工海藻群落内に蝟集する魚類の状況について調査した。 

 １）試験方法 

 耐久性試験のために海域に設置した 16 本の人工海藻の中から，海水中での劣化状況の

観察時に，ポリ乳酸芯の人工海藻 1 本およびベクトラン芯の人工海藻 1本の計 2 本を採集

した。採集した人工海藻は 5％中性ホルマリンで固定して，研究室に持ち帰り，その上に

付着した動物の種類数，種別個体数，種別湿重量および植物の種類数を測定した。 

 また，人工海藻を採集する前に，潜水によって藻場内を 30 分程度観察し，藻場内に出

現した魚類の種類，おおよその個体数を測定するとともに，分布が群れか単体かの判別を

行った。 

 第 3 表に，人工海藻を海域に設置した日，観察・採集した日，設置からの経過日数およ

び設置・採集した人工海藻の種類と本数を示した。 

 

第 3表 人工海藻の海域設置日，採集日および経過日数等 

 

設置

月　日 6月29日 8月24日 10月22日 12月21日

経過日数 0日目 56日目 113日目 175日目

ポリ乳酸芯
人工海藻

8本 1本 1本 1本

ベクトラン
芯人工海藻

8本 1本 1本 1本

観察・採集
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 ２）試験結果および考察 

 各観察調査時に採集した人工海藻の写真を第 14～16 図に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

        （ポリ乳酸芯）         （ベクトラン芯） 

第 14 図 採取した人工海藻（8 月 24 日：56 日目） 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

        （ポリ乳酸芯）         （ベクトラン芯） 

第 15 図 採取した人工海藻（10 月 20 日：113 日目） 
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        （ポリ乳酸芯）         （ベクトラン芯） 

第 16 図 採取した人工海藻（12 月 21 日：175 日目） 

 

 

  (1) 付着生物 

 ⅰ．動物 

 採取した人工海藻上の付着動物の出現状況を第 4表に示した。 

 なお，採取した人工海藻は主軸の補強方法の異なる 2 種（ポリ乳酸芯，ベクトラン芯）

からそれぞれ 1本であったが，外観は同じであることから数値は合算して示した。 

 出現した付着動物の総種類数は 274 種であった。8 月に 138 種，10 月に 171 種，12 月

に 132 種であり，10 月に出現種数が多い傾向にあった。 
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第 4表 人工海藻上に出現した動物の種類数 

 

 

1 有孔虫 ｿﾘﾃｽ Marginopora vertebralis ｾﾞﾆｲｼ ○
2 刺胞動物 花虫 ｳﾐﾄｻｶ ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ Dendronephthya (D. ) gigantea ｵｵﾄｹﾞﾄｻｶ ○ ○
3 Dendronephthya (D. ) mucronata ﾄｹﾞﾄｹﾞﾄｻｶ ○ ○
4 Dendronephthya (Roxasia ) tenera ﾋﾒﾄｹﾞﾄｻｶ ○
5 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Haliplanella lineata ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ○ ○
6 Nemanthus sp. O ﾅｼｼﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ○
7 Anthopleura asiatica ﾋﾒｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ○
8 扁形動物 渦虫 無腸 ﾎﾌｽﾃﾆｱ Hofstenia atroviridis ○
9 多岐腸 ﾃﾞｨｽｺｹﾘｽ Discocelis japonica ﾆﾎﾝﾋﾗﾑｼ ○

10 ｽﾁﾛﾋﾗﾑｼ Leptostylochus gracilis ｶﾀｽﾁﾛﾋﾗﾑｼ ○ ○ ○
11 Cryptophallus japonicus ○
12 Discostylochus yatsui ﾔﾂﾋﾗﾑｼ ○ ○ ○
13 Latocestidae ?Pentoplana ○ ○
14 ﾔﾜﾋﾗﾑｼ Discoplana gigas ﾋｮｳﾓﾝﾋﾗﾑｼ ○ ○ ○
15 Notoplana delicata ﾔﾜﾋﾗﾑｼ ○
16 Notoplana japonica ﾁﾁｲﾛｳｽﾋﾗﾑｼ ○ ○
17 ﾂﾉﾋﾗﾑｼ Paraplanocera oligoglena ﾁﾘﾒﾝﾋﾗﾑｼ ○ ○
18 ﾆｾﾂﾉﾋﾗﾑｼ Pseudoceros leptostichus ○
19 Thysanozoon brochii ﾐﾉﾋﾗﾑｼ ○
20 ｴｳﾘﾚﾌﾟﾀ Cycloporus japonicus ﾌﾁｱﾅﾋﾗﾑｼ ○
21 紐形動物 無針 原始紐虫 ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ Procephalothrix simulus ｱｶﾊﾅﾋﾓﾑｼ ○
22 古紐虫 ﾄｩﾌﾞﾗﾇｽ Carinesta uchidai ｹﾝｻｷﾋﾓﾑｼ ○
23 異紐虫 ﾘﾈｳｽ Cerebratulus marginatus ｵﾛﾁﾋﾓﾑｼ ○
24 異紐虫 Notospermus geniculatus ﾐｻｷﾋﾓﾑｼ ○
25 針紐虫 ｸﾗﾃﾈﾒﾙﾃｽ Cratenemertes punctatulus ﾏﾀﾞﾗﾋﾓﾑｼ ○
26 ｴﾝﾌﾟﾚｸﾄﾈﾏ Emplectonema gracile ﾎｿﾐﾄﾞﾘﾋﾓﾑｼ ○
27 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ Tetrastemma nigrifrons ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ ○
28 有針 Tetrastemma roseocephalum ｻﾆﾇﾘﾋﾓﾑｼ
29 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Phascolosoma scolops ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ○ ○ ○
30 ｽｼﾞﾎｼﾑｼ ﾌｸﾛﾎｼﾑｼ ﾌｸﾛﾎｼﾑｼ Thysanocardia nigra ｸﾛﾎｼﾑｼ ○
31 環形動物 環帯 吻蛭 ｳｵﾋﾞﾙ ?Pontobdella ○
32 多毛 ﾀﾏｼｷｺﾞｶｲ Branchiomaldane simplex ○
33 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Polyophthalmus pictus ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ ○ ○ ○
34 ﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ Paradoneis lyra ﾌﾀｴﾀﾞﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ ○
35 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ﾋﾒｳﾛｺﾑｼ Pholoe polymorpha ﾂﾉﾋﾒｳﾛｺﾑｼ ○
36 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe praeclara ﾔｽﾘｳﾛｺﾑｼ ○ ○
37 Harmothoe spinifera ﾊﾝﾓﾝｳﾛｺﾑｼ ○
38 Lepidonotus caelorus ○
39 Lepidonotus spiculus ﾌｻﾂｷｳﾛｺﾑｼ ○
40 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus okudai ﾓｸﾞﾘｵﾄﾋﾒ ○
41 ｺﾞｶｲ Neanthes caudata ﾋﾒｺﾞｶｲ ○
42 Nereis heterocirrata ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞｶｲ ○
43 Nereis multignatha ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ ○
44 Nereis pelagica ﾌﾂｳｺﾞｶｲ ○ ○
45 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ ○ ○ ○
46 Pseudonereis variegata ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ ○
47 ｼﾘｽ Erinaceusyllis erinaceus ﾀﾏｼﾘｽ ○
48 Exogone breviantennata ﾕﾋﾞｼﾘｽ ○
49 Exogone gemifera ｺﾝﾎﾞｳｼﾘｽ
50 Salvatoria clavata ﾎｿﾃｼﾘｽ ○ ○
51 Proceraea cornuta ﾏﾙｼﾘｽ ○ ○
52 Proceraea misakiensis ﾐｿﾞｼﾘｽ ○ ○
53 Amblyosyllis speciosa ｶｻﾈｼﾘｽ ○
54 Eusyllis inflata ﾌｸﾛｼﾘｽ ○
55 Eusyllis longicirrata ﾏｷﾂﾙｼﾘｽ ○
56 Odontosyllis maculata ｵﾊｸﾞﾛｼﾘｽ ○
57 Pionosyllis ○
58 Syllis gracilis ﾌﾀﾏﾀｼﾘｽ ○
59 Typosyllis alternata ﾑｱｼﾘｽ ○ ○
60 Typosyllis ehlersioides ｴ-ﾚﾙｼﾘｽ ○
61 Typosyllis monilata ｸﾛｸﾋﾞｼﾘｽ ○
62 ﾁﾛﾘ Glycera sp. A ﾌﾀｺﾌﾞﾁﾛﾘ ○ ○ ○
63 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eteone longa ﾎｿﾐｻｼﾊﾞ ○
64 Eulalia viridis ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ ○ ○
65 Eumida sanguinea ﾏﾀﾞﾗｻｼﾊﾞ ○ ○ ○
66 Nereiphylla castanea ｱｹﾉｻｼﾊﾞ ○ ○
67 Notophyllum sagamianum ○
68 Phyllodoce japonica ｲﾄｻｼﾊﾞ ○ ○ ○
69 Phyllodoce koreana ○ ○ ○
70 ｳﾐｹﾑｼ ｳﾐｹﾑｼ Hipponoa gaudichaudi ○
71 ｲｿﾒ ﾉﾘｺｲｿﾒ Dorvillea rubrovittata ﾏﾙｱﾀﾏｲｿﾒ ○ ○ ○
72 ｲｿﾒ Eunice annulicirrata ｼﾞｭｽﾞｷｲｿﾒ ○ ○
73 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Fabricia ventrilinguata ○
74 Brachiomma cingulata ﾑﾗｸﾓｹﾔﾘ ○ ○ ○
75 Hypsicomus phaeotaenia ﾉﾘｸﾗｹﾔﾘ ○ ○
76 Sabellastarte zebuensis ﾀﾞﾝｶｲｹﾔﾘ ○
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77 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides dirampha ﾔｸﾞﾙﾏｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ○
78 Hydroides multispinosa ﾄｹﾞｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ○
79 Serpula vitata ｱｻｶﾞｵｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ○
80 Spirobranchus latiscapus ｴﾝﾀｸｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ○
81 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia sp. cf. saxatilis ○ ○
82 Protocirrineris crysoderma ○ ○
83 Timarete dasylophia ○ ○
84 ﾌｻｺﾞｶｲ Lysilla pacifica ｶﾀｱｼﾌｻｺﾞｶｲ ○ ○
85 Loimia medusa ﾁﾝﾁﾛﾌｻｺﾞｶｲ ○ ○
86 ﾌｻｺﾞｶｲ Nicolea gracilibranchis ﾌﾀｴﾗﾌｻｺﾞｶｲ ○ ○ ○
87 ｽﾋﾟｵ ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Chaetopterus cautus ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ ○ ○ ○
88 ｽﾋﾟｵ Dipolydora giardi ○
89 Dipolydora socialis ○
90 Polydora brevipalpa ﾏﾀﾞﾗｽﾋﾟｵ ○
91 Pseudopolydora antennata ｵﾆｽﾋﾟｵ ○
92 Prionospio (Prionospio ) variegata ﾍﾞﾆｽﾋﾟｵ ○ ○ ○
93 Spio filicornis ﾏﾄﾞｶｽﾋﾟｵ
94 Spio sp. ○ ○ ○
95 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ 皆脚 ｲｿｳﾐｸﾞﾓ Ammothella indica ｸﾀﾞﾄｹﾞｲｿｳﾐｸﾞﾓ ○ ○
96 Tanystylum ulreungum ｻｶﾞﾐﾌﾄｳﾐｸﾞﾓ ○
97 顎脚 ｹﾝﾐｼﾞﾝｺ ﾎﾔﾉｼﾗﾐ Pachypygus gibber ｾﾑｼﾎﾔｼﾞﾗﾐ ○
98 ｿｺﾐｼﾞﾝｺ ｿｺﾐｼﾞﾝｺ Harpacticus nipponicus ﾆｯﾎﾟﾝｿｺﾐｼﾞﾝｺ ○ ○
99 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus trigonus ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○ ○

100 無柄 Megabalanus rosa ｱｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○
101 Megabalanus volcano ｵｵｱｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○
102 軟甲 端脚 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe valida ﾓｽﾞﾐﾖｺｴﾋﾞ ○
103 Ampithoe sp. cf. volki ○
104 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Aoroides curvipes ﾌﾞﾗﾌﾞﾗｿｺｴﾋﾞ ○
105 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Apocorophium acutum ○
106 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Ericthonius pugnax ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ ○
107 Jassa marmorata ﾑｼｬｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ○ ○ ○
108 Jassa morinoi ﾓﾘﾉｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ○
109 ﾄﾞﾛﾉﾐ Podoceros inconspicuus ﾄﾞﾛﾉﾐ ○
110 ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ Paradexamine bisetigera ｵｵｷﾞﾄｹﾞﾎﾎﾖｺｴﾋﾞ ○ ○
111 ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Pontogeneia stocki ﾎﾝｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ
112 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Elasmopus japonicus ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ○ ○ ○
113 ﾃﾝｸﾞﾖｺｴﾋﾞ Parapleustes filialis ﾆｾﾄﾞﾝｸﾞﾘﾃﾝｸﾞﾖｺｴﾋﾞ ○
114 Parapleustes tricuspis ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄｹﾞﾃﾝｸﾞﾖｺｴﾋﾞ
115 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ Leucothoe nagatai ｸﾘﾛﾖｺｴﾋﾞ ○ ○ ○
116 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ Stenothoe valida ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ○ ○ ○
117 ﾜﾚｶﾗ Caprella (Spinicephala ) scaura diceros ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ ○ ○ ○
118 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ Ianiropsis longiantennata ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ○ ○
119 ｴﾋﾞﾔﾄﾞﾘﾑｼ Athelgathes takanoshimensis ﾔﾄﾞｶﾘﾉﾊﾗﾔﾄﾞﾘ ○ ○
120 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ Zeuxo (Zeuxo ) normani ﾉﾙﾏﾝﾀﾅｲｽ ○ ○ ○
121 ﾀﾅｲｽ ﾚﾌﾟﾄｹﾘｱ Leptochelia savignyi ﾎｿﾂﾒﾀﾅｲｽ ○ ○
122 十脚 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Periclimenes grandis ﾃﾅｶﾞｶｸﾚｴﾋﾞ ○ ○
123 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ Processa zostericola ﾓﾊﾞﾛｳｿｸｴﾋﾞ ○ ○
124 ﾓｴﾋﾞ Eualus leptognathus ﾔﾏﾄﾓｴﾋﾞ ○ ○
125 Hippolyte ventricosa ﾅｶﾞﾚﾓｴﾋﾞ ○
126 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Athanas japonicus ｾｼﾞﾛﾑﾗｻｷｴﾋﾞ ○
127 ﾔﾄﾞｶﾘ Paguristes ortmanni ｹﾌﾞｶﾋﾒﾖｺﾊﾞｻﾐ ○
128 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Nematopagurus gardineri ﾃﾌﾞｸﾛｲﾄﾋｷﾔﾄﾞｶﾘ ○
129 Pagurus decimbranchiae ｱｵﾋｹﾞﾋﾗﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○ ○
130 Pagurus erythrogrammus ｱｶｼﾏﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○
131 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ Galathea orientalis ﾄｳﾖｳｺｼｵﾘｴﾋﾞ ○ ○ ○
132 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Heteronucia venusta ｺﾝﾍﾟｲﾄｳｺﾌﾞｼｶﾞﾆ ○ ○
133 ｸﾓｶﾞﾆ Menaethius monoceros ｲｯｶｸｶﾞﾆ ○ ○
134 Huenia heraldica ｺﾉﾊｶﾞﾆ ○
135 Hyastenus cornigerus ｱﾜﾂﾌﾞﾂﾉｶﾞﾆ ○ ○ ○
136 Pugettia quadridens pellucens ｺﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ ○ ○ ○
137 Pugettia quadridens quadridens ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ ○
138 ｶﾞｻﾞﾐ Charybdis (Charybdis ) natator ﾜﾀﾘｲｼｶﾞﾆ ○
139 Thalamita sima ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ ○
140 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Actaea echinus ﾄｹﾞｻﾒﾊﾀﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○ ○
141 Atergatis ○
142 Pilumnus dofleini ｻｶﾞﾐｹﾌﾞｶｶﾞﾆ ○
143 Pilumnus minutus ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ ○ ○ ○
144 ｶｸﾚｶﾞﾆ Pinnixa balanoglossana ｷﾞﾎﾞｼﾏﾒｶﾞﾆ ○
145 昆虫 双翅 ﾕｽﾘｶ Clunio pacificus ﾋﾒｳﾐﾕｽﾘｶ ○ ○
146 軟体動物 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Cantharidus japonicus ﾁｸﾞｻｶﾞｲ ○ ○
147 ｻｻﾞｴ Liotina solidula ﾁﾘﾒﾝﾋﾒｶﾀﾍﾞ ○
148 Neocollonia pilula ｻﾝｼｮｳｽｶﾞｲ ○ ○
149 Phasianella solida ｻﾗｻﾊﾞｲ ○ ○
150 Tricolia variabilis ﾍﾞﾆﾊﾞｲ ○ ○
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151 軟体動物 腹足 盤足 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Bittium glareosum ﾉﾐｶﾆﾓﾘ ○
152 Cerithium variegatum ﾏﾀﾞﾗﾁﾋﾞｶﾆﾓﾘ ○ ○
153 Rhinoclavis sordidula ﾋﾒｶﾆﾓﾘ ○ ○
154 ｽｽﾞﾒﾊﾏﾂﾎﾞ Diala semistriata ｽｽﾞﾒﾊﾏﾂﾎﾞ ○ ○
155 ｳｷﾂﾎﾞ Alaba picta ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ ○ ○
156 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ Planaxis sulcatus ｺﾞﾏﾌﾆﾅ ○ ○
157 ﾁｬﾂﾎﾞ Barleeia angustata ﾁｬﾂﾎﾞ ○ ○
158 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ ○ ○
159 ｳﾐｳｻｷﾞｶﾞｲ Ovulidae, juvenile ｳﾐｳｻｷﾞｶﾞｲ科 幼貝 ○
160 ﾀｶﾗｶﾞｲ Cypraea (Purpuradusta ) gracilis ﾒﾀﾞｶﾗ ○
161 ｼﾗﾀﾏｶﾞｲ Erato (Lachryma ) tomlini ｼﾝｻﾞｸﾛ ○ ○ ○
162 ﾊﾅﾂﾞﾄｶﾞｲ Lamellaria latens ﾍﾞｯｺｳﾀﾏｶﾞｲ ○
163 ﾋﾞﾜｶﾞｲ Ficus subintermedia ﾋﾞﾜｶﾞｲ ○ ○
164 ﾌｼﾞﾂｶﾞｲ Charonia sauliae sauliae ﾎﾞｳｼｭｳﾎﾞﾗ ○
165 Cymatium (Monoplex ) parthenopeum ｶｺﾎﾞﾗ ○ ○
166 翼舌 ｸﾘｲﾛｹｼｶﾆﾓﾘ Jaculator marileutes ﾋｵｺｼｹｼｶﾆﾓﾘ ○
167 ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚ Aclophora xystica ｸﾛｸﾘｲﾛｷﾘｵﾚ ○
168 Bouchetriphora confusa ﾏｷﾞﾚｷﾘｵﾚ ○
169 Bouchetriphora sp. cf. otsuensis ﾎｿｱﾗﾚｷﾘｵﾚ ○ ○
170 Inella japonica ｱﾗﾚｷﾘｵﾚ ○
171 Mesophora sp. cf. hungerfordi ｸﾘｲﾛｷﾘｵﾚ ○ ○
172 Monophorus hervieri ﾍﾘﾄﾘﾑﾗｻｷｷﾘｵﾚ ○ ○
173 ｲﾄｶｹｶﾞｲ Epitonium (Parviscala ) eusculptum ﾀﾃﾖｺｲﾄｶｹ ○
174 ﾊﾅｺﾞｳﾅ Eulima bifascialis ﾊﾅｺﾞｳﾅ ○ ○
175 Melanella martinii ｾﾄﾓﾉｶﾞｲ
176 Sticteulima lentiginosa ｺﾞﾏﾌｸﾘﾑｼ ○
177 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ Ergalatax contractus ﾋﾒﾖｳﾗｸ ○ ○ ○
178 Thais (Reishia ) bronni ﾚｲｼｶﾞｲ ○
179 Muricidae, juvenile ｱｯｷｶﾞｲ科 幼貝 ○
180 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Anachis misera misera ﾎﾞｻﾂｶﾞｲ ○ ○
181 Euplica scripta ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ○ ○
182 Mitrella anachisoides ｳﾈﾏﾂﾑｼ ○
183 Mitrella bicincta ﾑｷﾞｶﾞｲ ○ ○ ○
184 Mitrella burchardi ｺｳﾀﾞｶﾏﾂﾑｼ ○ ○
185 Mitrella moleculina ﾁﾋﾞﾑｷﾞｶﾞｲ ○
186 Mitrella (Indomitrella ) lischkei ｼﾗｹﾞｶﾞｲ ○
187 Pyreneola semiplicata ｶｹﾞﾛｳﾏﾂﾑｼ ○ ○
188 Zafra (Zafra ) mitriformis ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ ○ ○
189 Zafra (Zafra ) pumila ﾉﾐﾆﾅ ○ ○
190 Zafra (Zafra ) troglodytes ｷﾘｺﾉﾐﾆﾅ ○ ○
191 Zafra (Zafra ) sp. ｻﾗｻﾉﾐﾆﾅ ○
192 ﾑｼﾛｶﾞｲ Reticunassa fusocolineata ﾌｶﾎﾞﾘﾋﾒﾑｼﾛ ○ ○
193 ｴｿﾞﾊﾞｲ Enzinopsis lanceolata ﾁｬｶﾞｽﾘﾉｼｶﾞｲ ○
194 Buccinidae, juvenile ｴｿﾞﾊﾞｲ科 幼貝 ○ ○ ○
195 ﾂｸｼｶﾞｲ Pusia daedala ﾊﾏｵﾄﾒﾌﾃﾞ ○ ○ ○
196 ｺｺﾞﾒｶﾞｲ Cystiscus nanaoensis ﾁﾋﾞﾂﾕﾀﾞﾏｶﾞｲ ○
197 ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ Kermia tokyoensis ﾄｳｷｮｳｺｳｼﾂﾌﾞ ○
198 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Odetta lirata ｲﾄﾏｷｸﾁｷﾚ ○
199 ?Odostomia ○
200 Pyramidella dolabrata ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ○
201 頭楯 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Hermania infantilis ﾁｺﾞｷｾﾜﾀ ○ ○ ○
202 Philine argentata ｷｾﾜﾀｶﾞｲ ○
203 Philine orca ﾓﾝｶﾞﾗｷｾﾜﾀ ○ ○
204 Philine rubrata ｱｶｷｾﾜﾀ ○ ○ ○
205 ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ Chelidonura inornata ｵﾊｸﾞﾛﾂﾊﾞﾒｶﾞｲ ○
206 Philinopsis cyanea ｶﾗｽｷｾﾜﾀ ○ ○ ○
207 Philinopsis gigliolii ｶﾉｺｷｾﾜﾀ ○ ○
208 ｳﾐｺﾁｮｳ Siphopteron flavum ｷｲﾛｳﾐｺﾁｮｳ ○ ○
209 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ Diniatys monodonta ｲｯﾎﾟﾝﾊﾞｶｲｺｶﾞｲ ○
210 ﾅﾂﾒｶﾞｲ Bulla ventricosa ﾅﾂﾒｶﾞｲ ○
211 嚢舌 ｺﾞｸﾗｸﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ Elysia obtusa ｵﾄﾒﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ ○
212 裸鰓 ﾈｺｼﾞﾀｳﾐｳｼ Hopkinsia plana ○
213 Okenia barnardi ｲﾊﾞﾗｳﾐｳｼ ○ ○
214 Okenia distincta ﾑﾂｲﾊﾞﾗｳﾐｳｼ ○ ○
215 Okenia sp. cf. pulchella ○ ○
216 ﾊﾅｻｷｳﾐｳｼ Plocamopherus imperialis ﾍﾞｯｺｳﾋｶﾘｳﾐｳｼ ○ ○ ○
217 ｷﾇﾊﾀﾞｳﾐｳｼ Gymnodoris inormata ｷﾇﾊﾀﾞｳﾐｳｼ ○ ○
218 ﾏﾂｶｻｳﾐｳｼ Doto japonica ﾏﾂｶｻｳﾐｳｼ ○
219 ｵｵﾐﾉｳﾐｳｼ Aeolidiela indica ﾐﾉｳﾐｳｼ ○
220 Aeolidiela japonica ﾔﾏﾄﾐﾉｳﾐｳｼ ○
221 Suprilla chromosoma ｲﾛﾐﾉｳﾐｳｼ ○

8月24日 10月20日 12月21日番号 門 綱 目 科 学名など 和名など
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第 4表 人工海藻上に出現した動物の種類数（つづき３） 

 

 

 

 

222 軟体動物 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Arca boucardi ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ ○ ○ ○
223 Arca navicularis ﾜｼﾉﾊｶﾞｲ ○ ○
224 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Modiolus nipponicus ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ ○ ○ ○
225 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ○ ○
226 Musculus (Modiolarca ) cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ ○ ○ ○
227 Musculus (Musculus ) nanus ﾋﾅﾀﾏｴｶﾞｲ ○
228 Musculus (Musculus ) pusio ﾁﾋﾞﾀﾏｴｶﾞｲ ○
229 Perna viridis ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ ○ ○
230 Septifer keenae ﾋﾒｲｶﾞｲ ○ ○
231 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ Pinctada fucata ﾍﾞﾆｺﾁｮｳｶﾞｲ ○
232 Pinctada martensii ｱｺﾔｶﾞｲ ○ ○ ○
233 Pteria brevialata ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ○
234 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ Pinna bicolor ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ ○ ○
235 ﾐﾉｶﾞｲ ﾐﾉｶﾞｲ Limaria hakodatensis ﾌｸﾚﾕｷﾐﾉ ○
236 ｶｷ ｲﾀﾔｶﾞｲ Mimachlamys nobilis ﾋｵｳｷﾞ ○
237 ﾈｽﾞﾐﾉﾃ Plicatula horrida ｲｼｶﾞｷﾓﾄﾞｷ ○
238 ﾍﾞｯｺｳｶﾞｷ Hyotissa imbricata ｶｷﾂﾊﾞﾀ ○
239 Neopycnodonte cochlear ﾍﾞｯｺｳｶﾞｷ ○
240 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Dendostrea frons ﾜﾆｶﾞｲ ○ ○
241 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ Parabolniola matsumotoi ﾏﾂﾓﾄｳﾛｺｶﾞｲ ○
242 ﾄﾏﾔｶﾞｲ Cardita leana ﾄﾏﾔｶﾞｲ ○
243 Megacardita ferruginosa ﾌﾐｶﾞｲ ○
244 ｻﾞﾙｶﾞｲ Afrocardium ebaranum ﾍﾞﾆﾊﾞﾄｶﾞｲ ○ ○
245 ﾌﾅｶﾞﾀｶﾞｲ Coralliophaga coralliophaga ﾀｶﾞｿﾃﾞｶﾞｲ ○
246 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Callista chinensis ﾏﾂﾔﾏﾜｽﾚ ○
247 Gafrarium dispar ｲﾅﾐｶﾞｲ ○
248 Tapes platyptychus ｽﾘｶﾞﾊﾏ ○ ○
249 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ Hiatella orientalis ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ○ ○ ○
250 外肛動物 裸喉 唇口 ﾎﾞﾀﾝｺｹﾑｼ Labioporella elegans ﾋﾗﾎﾞﾀﾝｺｹﾑｼ ○
251 ﾌｻｺｹﾑｼ Bugula stolonifra ○ ○ ○
252 ｶｺﾞﾒｺｹﾑｼ Beania cupulariensis ﾂﾉﾅﾗﾋﾞｺｹﾑｼ ○
253 Beania mirabilis ﾅﾗﾋﾞｺｹﾑｼ ○
254 ｶｸｸﾞﾁｺｹﾑｼ Hippopodina feegensis ｶｸｸﾞﾁｺｹﾑｼ ○
255 ﾋﾗｺｹﾑｼ Schizoporella unicornis ｺﾌﾞﾋﾗｺｹﾑｼ ○
256 ﾁｺﾞｹﾑｼ Watersipora subovoidea ﾁｺﾞｹﾑｼ ○
257 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ Cryptosula pallasiana ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ○
258 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ Celleporina costazii ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ○ ○
259 Celleporina porosissima ｳﾃﾞｺﾌﾞｺｹﾑｼ ○ ○
260 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiactis brachygenys ○ ○
261 Ophiactis macrolepidota ﾀﾞｲﾘﾝﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○
262 ﾄｹﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiothrix exigua ﾅｶﾞﾄｹﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○
263 ｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ Temnopleurus reevesii ﾊﾘｻﾝｼｮｳｳﾆ ○ ○
264 Temnopleurus toreumaticus ｻﾝｼｮｳｳﾆ ○ ○
265 ﾎﾝｳﾆ ﾅｶﾞｳﾆ Anthocidaris crassispina ﾑﾗｻｷｳﾆ ○
266 脊索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ Aplidium yamazii ｼﾓﾌﾘﾎﾞﾔ ○
267 ｳｽﾎﾞﾔ Didemnum moseleyi ｼﾛｳｽﾎﾞﾔ ○ ○ ○
268 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ Ascidia sydneiensis ｽｼﾞｷﾚﾎﾞﾔ ○ ○
269 ｼﾛﾎﾞﾔ Cnemidocarpa irene ｼﾛﾎﾞﾔﾓﾄﾞｷ ○
270 Styela canopus ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ ○ ○
271 Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ ○ ○ ○
272 ﾏﾎﾞﾔ Herdmania momus ﾍﾞﾆﾎﾞﾔ ○ ○ ○
273 Pyura mirabilis ﾏｸﾗﾎﾞﾔ ○
274 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾍﾞﾗ Labridae, juvenile ﾍﾞﾗ科 幼魚 ○

138 171 132出　　現　　種　　数

和名など 8月24日綱 目 科 10月20日 12月21日番号 学名など門
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 人工海藻上に出現した動物の優占種（個体数）および総出現個体数の推移を第 5表に示

した。なお，ここに優占種として取り上げた種類は各調査時期において 200 個体以上で出

現した種とした。 

  

第 5 図 人工海藻上に出現した動物の優占種（個体数）の推移 

 

 

 総個体数は 8月に最も多かった。 

 優占種として選出された種類は 19 種であり，8月にツルヒゲゴカイ，タテソコエビ，

トゲワレカラ，シマハマツボ，タマエガイ，ベニボヤ，10 月にノミニナモドキ，タマエ

ガイ，12 月にフタエラフサゴカイ，タマエガイ等が多い傾向にあった。 

 

番号 門 科 種名など 和名 8月24日 10月20日 12月21日

1 環形動物 ｺﾞｶｲ Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 577 - 258

2 ｹﾔﾘ Brachiomma cingulata ﾑﾗｸﾓｹﾔﾘ 281 431 39

3 ﾌｻｺﾞｶｲ Nicolea gracilibranchis ﾌﾀｴﾗﾌｻｺﾞｶｲ - 216 817

4 ｽﾋﾟｵ Prionospio (Prionospio ) variegata ﾍﾞﾆｽﾋﾟｵ 45 241 -

5 節足動物 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ Stenothoe valida ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ 504 12 171

6 ﾜﾚｶﾗ Caprella  (Spinicephala ) scaura diceros ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 1,784 1 5

7 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Jassa marmorata ﾑｼｬｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ 5 3 241

8 ｸﾓｶﾞﾆ Pugettia quadridens pellucens ｺﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 451 13 12

9 軟体動物 ｽｽﾞﾒﾊﾏﾂﾎﾞ Diala semistriata ｽｽﾞﾒﾊﾏﾂﾎﾞ 424 - 6

10 ｳｷﾂﾎﾞ Alaba picta ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ 1,048 14 -

11 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Anachis misera misera ﾎﾞｻﾂｶﾞｲ 552 - 2

12 Pyreneola semiplicata ｶｹﾞﾛｳﾏﾂﾑｼ - 222 101

13 Zafra  (Zafra ) mitriformis ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ - 639 373

14 ﾌﾈｶﾞｲ Arca boucardi ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 46 7 262

15 ｲｶﾞｲ Modiolus nipponicus ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 448 230 45

16 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 292 11 -

17 Musculus (Modiolarca ) cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ 1,512 672 851

18 棘皮動物 ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiactis brachygenys 3,732 905 -

19 脊索動物 ﾏﾎﾞﾔ Herdmania momus ﾍﾞﾆﾎﾞﾔ 549 106 184

12,250 3,723 3,367

14,583 5,228 4,867

優占した種類の総個体数

人工海藻上の総個体数
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 人工海藻上に出現した動物の優占種（湿重量）および人工海藻上の総出現種の総重量の

推移を第 6表に示した。なお，ここに優占種として取り上げた種類は各調査時期において

10g 以上で出現した種とした。 

  

第 6 図 人工海藻上に出現した動物の優占種（湿重量）の推移 

 

 

 総湿重量は 8月に最も多かった。 

 優占種として選出された種類は 7 種であり，8月にフサコケムシの仲間やベニボヤ，10

月にシロボヤ，ベニボヤ，12 月にワニガイ，シロボヤ等が多い傾向にあった。これら付

着動物の中で目立って多かったのがホヤの仲間で，８月に多かったベニボヤは 12 月にか

けて少なくなり，変わってシロボヤが多くなった。季節的消長を示していると想われる。 

番号 門 科 種名など 和名 8月24日 10月20日 12月21日

1 環形動物 ｹﾔﾘ Brachiomma cingulata ﾑﾗｸﾓｹﾔﾘ 3.9 11.9 4.8

2 ﾌｻｺﾞｶｲ Nicolea gracilibranchis ﾌﾀｴﾗﾌｻｺﾞｶｲ 17.6 6.6 17.6

3 軟体動物 ｲｶﾞｲ Musculus (Modiolarca ) cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ 18.8 6.2 4.5

4 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Dendostrea frons ﾜﾆｶﾞｲ - 1.2 21.8

5 外肛動物 ﾌｻｺｹﾑｼ Bugula stolonifra 86.8 0.1 3.5

6 脊索動物 ｼﾛﾎﾞﾔ Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ 18.3 47.1 151.3

7 脊索動物 ﾏﾎﾞﾔ Herdmania momus ﾍﾞﾆﾎﾞﾔ 359.1 160.5 26.8

504.4 233.6 230.2

506.4 251.3 256.9

優占した種類の総湿重量

人工海藻上の総湿重量
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 ⅱ．植物 

 採取した人工海藻上に出現した植物の種類数を第 7 表に示した。 

 こここでは，種まで同定出来なかったものも１種として計数した。また，表中の○印は

出現したことを示し，●印は各調査時の芯材の異なる人工海藻毎に比較的に個体数が多い

と思われた上位 3種（優占種，最多で 6種）を示している。なお，出現した植物は付着珪

藻等で個体数の把握が難しい種類が多く，正確な計数は実施していない。 

 

第 7表 人工海藻上に出現した植物の種類数 

 

番号 綱 目 　種　名　等 8月24日 10月20日 12月21日

1 藍藻 ﾈﾝｼﾞｭﾓ Oscillatoria sp. ○ ○ ○
2 渦鞭毛藻 ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ Gymnodiniaceae ○ ○
3 珪藻 中心 Actinocyclus sp. ○ ○ ○
4 Actinoptychus senarius ○
5 Coscinodiscus radiatus ○ ○
6 Coscinodiscus sp. ○
7 Cyclotella sp. ○ ○
8 Hyalodiscus scoticus ○ ○ ○
9 Hyalodiscus sp. ○ ○ ○

10 Melosira  sp. ○ ○
11 Odontella sp. ○
12 Paralia sulcata ○ ○
13 Skeletonema costatum ●
14 Thalassiosira sp. ○ ○ ○
15 羽状 Achnanthes sp. ○ ○ ○
16 Amphora bigibba ○ ○ ○
17 Amphora sp.(cf.helenensis) ●
18 Amphora sp. ● ● ○
19 Amphora spp. ○ ○ ○
20 Ardissonia fulgens ○
21 Bacillaria sp. ○ ○
22 Campylodiscus sp. ○ ○ ○
23 Cocconeis dirupta ○ ○ ○
24 Cocconeis pseudomarginata ● ○
25 Cocconeis scutellum ○
26 Cocconeis sp. ● ● ○
27 Cocconeis spp. ○ ○
28 Cylindrotheca closterium ○ ○
29 Diatomaceae ○
30 Dimeregramma sp. ○
31 Diploneis spp. ○ ○ ○
32 Fallacia sp. ○ ○ ○
33 Grammatophora angulosa ○
34 Grammatophora marina ○ ○ ○
35 Grammatophora sp. ○ ○
36 Hyalosynedra laevigata ○ ○ ○
37 Licmophora abbreviata ○
38 Licmophora spp. ○ ○ ○
39 Navicula spp. ○ ○ ○
40 Neodelphineis pelagica ○ ○
41 Nitzschia coarctata ○ ○ ○
42 Nitzschia distans ● ○ ○
43 Nitzschia longissima ○
44 Nitzschia sigma ○
45 Nitzschia  spp. ○ ○ ○
46 Parlibellus delognei ○ ○ ●
47 Parlibellus spp. ○ ○ ○

48 Pleurosigma spp. ○ ○ ○

49 Rhabdonema adriaticum ○
50 Rhabdonema arcuatum ○ ○ ○
51 Seminavis sp. ○ ○ ○
52 Surirella sp. ○ ○ ○
53 Synedra tabulata ○ ○
54 Thalassionema nitzschioides ○ ● ●
55 Trachyneis aspera ○

39 41 43合　計　種　類　数
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 出現した植物は，8月に 39 種，10 月に 41 種，12 月に 43 種で，試験期間中に出現した

植物の総種類数は 55 種であった。 

 3 回の調査時に出現した植物の中で，それぞれの調査時に優占したものを第 8 表に示し

た。 

第 8表 人工海藻上に出現した植物の優占種 

 

 

 個体数で多かった種類は，中心珪藻類の Skeletonema costatum，羽状珪藻類の Amphora 

sp.(cf.helenensis)，Amphora sp.，Cocconeis pseudomarginata，Cocconeis sp.，Nitzschia 

distans，Parlibellus delognei，Thalassionema nitzschioides の 8 種で，Skeletonema 

costatum は 12 月，Amphora sp.(cf.helenensis)は 10 月のみに出現した。 

 

番号 綱 目 　種　名　等 8月24日 10月20日 12月21日

1 珪藻 中心 Skeletonema costatum - - ●
2 羽状 Amphora sp.(cf.helenensis) - ● -
3 Amphora sp. ● ● ○
4 Cocconeis pseudomarginata ● - ○
5 Cocconeis sp. ● ● ○
6 Nitzschia distans ● ○ ○
7 Parlibellus delognei ○ ○ ●
8 Thalassionema nitzschioides ○ ● ●
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  (2) 蝟集魚類 

 3 回の観察時に人工海藻群落内に出現した魚類の分布状況を第 9表に示した。 

 

第 9表 人工海藻群落内の魚類分布状況 

 

 

 漁業対象上の有用種としては，マダイ，カワハギ，カサゴなどが出現し，特に，マダイ，

カワハギは 8 月から 10 月にかけて大きく（全長）なっており，群落内やその周辺に定着

しているのではないかと考えられる。その他，時期や地域によって食用とする場合もある

種も計数すると，調査期間に人工海藻群落内に出現した魚種は，19 種であった。このよ

うなことから，人工海藻群落は天然藻場機能の一部である幼魚の保育場としての役割を果

たしているのではないかと考えられる。 

 

 

個体数 個体数 個体数

（全長，cm） （全長，cm） （全長，cm）

1 オジサン △ ○ 2(15)

2 オオスジイシモチ ○ 5(5-10) ○ 3(5)

3 ネンブツダイ △ ● 100(5-10)

4 クロサギ △ ● 5(20)

5 マダイ ▲ ● 20(5-10) ● 20(20)

6 トラギス △ ● 20(15-20) ● 20(15-20) ○ 1(10)

7 コウライトラギス △ ○ 20(10-15) ○ 20(10-15) ○ 1(10)

8 クツワハゼ △ ○ 20(7-10) ○ 20(7-10) ○ 5(5-10)

9 ソラスズメダイ ● 20(3)

10 オハグロベラ △ ○ 10(10-20) ○ 10(10-20) ○ 3(5)

11 ササノハベラ △ ○ 10(10-15) ○ 10(10) ○ 1(10)

12 キュウセン △ ● 10(20-25) ● 100(5-25) ○ 1(20)

13 ホンベラ幼魚 ● 50(2-3)

14 ホンベラ △ ● 20(10-15) ● 50(5-10) ● 20(5)

15 カワハギ ▲ ● 10(10-20) ● 20(15-25)

16 ミナミハコフグ ○ 1(2)

17 キタマクラ ○ 2(15)

18 カサゴ ▲ ○ 1(20)

19 ハオコゼ ○ 2(15)

13

注） １．漁業対象は，▲：有用，△：食用とする場合もある
２．分布形態は，●：群れ，○：単体
３．ホンベラ幼魚とホンベラは合わせて１種として計数した

番号

合　計　種　数

8月24日 10月20日

分布
形態

分布
形態

漁業
対象

魚　種

12月21日

分布
形態

15 12 8

-78-



 

 8 月 24 日の調査時に人工海藻群落に出現した魚類の写真を第 17，18 図に示した。 

 

 

第 17 図 8 月 24 日に人工海藻群落中に出現した魚類（１） 
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第 18 図 8 月 24 日に人工海藻群落中に出現した魚類（２） 

 

 8 月には 15 種の魚類が観察された。漁業対象上の有用種として，マダイ，カワハギ，

カサゴなどが出現した。また，夏にだけ見られると思われるオオスジイシモチ，ネンブツ

ダイ，ソラスズメダイ，ミナミハコフグなどが観察された。 
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 10 月 22 日の調査時に人工海藻群落に出現した魚類の写真を第 19 図に示した。 

 

 

第 19 図 10 月 20 日に人工海藻群落中に出現した魚類 
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 10 月には 12 種の魚類が観察された。オオスジイシモチ，ネンブツダイ，ソラスズメダ

イ，ミナミハコフグなどの南方系の魚類は姿を消した。 

 人工海藻群落中では，海藻表面をついばむカワハギなども観察され（第 20 図），人工海

藻上の付着生物が餌として活用されているとも考えられた。 

 

 

第 20 図 人工海藻の表面をついばむカワハギ 

 

 12 月の調査時に人工海藻群落に出現した魚類はほぼ全種が過去 2回の調査で出現した

種であり，合計 8種が出現した。 
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  12 月調査では，人工海藻群落中と磯焼け域における生息魚類の比較観察を実施した。 

 人工海藻群落（16 本）の近傍（約 10m）の磯焼け域に群落の範囲（3m×3m）と同じ調査

区を設定し，区内に出現した魚類を観察した。観察結果を第 10 表に示した。 

 

第 10 表 磯焼け域の調査区（3m×3m）に出現した魚類 

 

 

 人工海藻群落内の観察結果（第 9 表）と比較すると，種類数，個体数ともに人工海藻群

落に出現した魚類が多く，人工海藻の魚類蝟集，保育場効果が現れたものと考えられる。

ただ，12 月の調査では 8 月調査に比べて，人工海藻群落内に出現した魚類も少なく，魚

類の種類数，個体数が多く出現する夏季にも比較調査が必要と考えられた。 

個体数

（全長，cm）

1 コウライトラギス △ ○ 1(20)

2 クツワハゼ △ ○ 1(5)

3 ダテハゼ ○ 1(10)

4 キュウセン △ ○ 1(15)

3

注） １．漁業対象は，▲：有用，△：食用とする場合もある
２．分布形態は，●：群れ，○：単体
３．ホンベラ幼魚とホンベラは合わせて１種として計数した

合　計　種　数 4

分布
形態

番号 魚　種
漁業
対象

12月21日
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